
美
保
神
社
青
柴
垣
神
事
の
デ
ィ
テ
ー
ル

や
つ
力
み
ほ
の
せ
き
み
ほ

島
根
県
八
束
郡
美
保
関
町
美
保
関
に
鎮
座
す
る
美
保
神
社
(
旧
国
幣
中
社
、

現
神
社
本
庁
別
表
神
社
)
の
春
の
例
祭
は
、
古
く
は
ヨ
肩
広
尓
」
と
称
し
、
三

み
ふ
わ
し
ん
じ

月
三
日
の
神
事
を
俗
に
「
御
船
神
事
」
と
い
っ
た
。
こ
れ
は
、
「
◆
相
月
祭
」
の

「
中
之
午
日
」
に
行
な
わ
れ
る
「
あ
り
船
」
の
神
事
と
と
も
に
、
神
事
や
が
て

例
祭
で
あ
り
、
「
両
度
ノ
大
祭
礼
」
と
称
さ
れ
た
。
と
く
に
三
月
三
日
の
申
事

は
「
年
中
之
大
祭
礼
ニ
シ
テ
厳
重
之
儀
式
」
と
う
た
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

あ
お
ふ
し
が
き
し
ん
じ

も
ろ
た

現
行
の
四
月
七
日
の
青
柴
垣
神
事
は
前
者
に
相
当
し
、
士

一
月
三
日
の
諸
手

小
ね
し
ん
じ

船
神
事
は
後
者
に
相
当
す
る
が
、
両
神
事
と
も
に
執
行
の
基
幹
部
分
は
、
当
屋

(
頭
屋
)
制
度
の
厳
修
に
ょ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
青
柴
垣
神
事
に
お
い
て
、
一
の
当
屋
・
二
の
当
屋
が
拝
殿
で
奉

ほ
う
へ
い
ぽ
こ

幣
す
る
奉
幣
鉾
(
御
布
鉾
)
の
問
題
を
中
心
に
、
こ
の
神
事
の
一
側
面
を
考
察

し
た
い
と
思
う
(
両
当
屋
は
、
一
の
神
主
さ
ん
・
二
の
神
主
さ
ん
と
通
称
さ
れ

て
い
る
)
。

夫
キ
幣
鉾
は
単
に
御
鉾
と
も
い
い
、
御
桙
の
字
を
あ
て
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

お
ぽ
こ
ぬ
の
め

こ
の
夫
キ
幣
鉾
に
取
り
付
け
る
幣
布
を
「
御
鉾
布
」
と
い
う
。
夫
キ
幣
鉾
に
は
「
目

あ
て当

」
と
呼
ぶ
黒
く
塗
っ
た
紙
の
小
旗
を
結
ぶ
が
、
こ
れ
は
「
招
旗
」
と
も
書
か

宏一
三

.

1
伝
承
と
記
録
と
の
は
ざ
ま
ー

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
二
号

れ
て
い
る
の
で
、
招
ぎ
代
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
(
大
正
七

『
美
保
神
社
私
祭
詳
解
原
稿
』
(
以
下
『
原
稿
』
と
略
記
)

う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

(
朱
貞
、
以
下
同
じ
〕

次
二
奉
幣
鉾
布
岸
・
二
本

.

金
色
一
裏
渦
雲
:
・
目
當
.
紙
に
て
包

(
図
価
)

大
正
十
三
)
。

に
は
、
次
の
よ

お

し
ろ

原

二
枚
・
横
二
寸
五
分
堅
三
寸
位

一
九
八
六
年
三
月
一

フ
ウ
ゴ
コ
布
は

ウ
ゴ
コ
布
幣
長
七
尺
五
寸
を

麻
製

二
枚
宛

朱
黄
染
也

.
鉾
の
長
サ
七
尺
余
り

大
祭
當
日
拝
殿
に
て
両
當
屋
こ
の
鉾
を
捧
げ
て
奉
幣
を
な
す
最
も

.

〔
貼
紙
下
拝
)

大
切
な
る
幣
「
鉾
」
な
り

こ
の
小
旗
を
目
當
と
い
ふ
、
・
〔
意
義
不
明
〕

.

荒
ぞ

・
地
を
墨
に
て
塗
り

.
俸
幣
(
図
鉐
)
大
忌
の
足
の
残
り

に
結
付
く

半
枚
「
に
て
作
」

る

(
貼
紙
下
作
)

?
こ



美
保
神
社
青
柴
垣
神
事
の
デ
ィ
テ
ー
ル
ー
伝
承
と
記
録
と
の
は
ざ
ま
ー

一
美
保
神
社
私
壽
解
』
(
以
下
『
詳
解
』
と
略
記
)
で
も
大
同
小
異
で
、

次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

(
図
飾
)

ウ
ゴ
コ
布
幣
長
サ
七
尺
五
寸
を
二
枚

ウ
ゴ
コ
布
は

鉾
の
長
サ
約
七
尺
位

純
麻
製
に

て
朱
ホ
ー
染

0
右
は
大
祭
當
屋
拝
殿
に
て
此
鉾
を
捧
げ
て
奉
幣
を
な
す

隨
一
の
大
切
な
る
幣
鉾
な
り

0
目
當
〔
奉
幣
鉾
の
正
面
に
結
ぶ
小
幡
〕

〔
目
當
と
名
づ
く
意
義
不
明
〕

.

・
地
を
黒
く
塗
り
て

・
紐
蕨

紋
を
白
ろ
く
染
出
す

(
図
肪
)

〔
裏
渦
雲
〕

・
大
龍
の
足
の
残
り

半
枚
に
て
造
る
を

慣
例
と
す

=
÷
)

横
二
寸
五
分
、
堅
三
寸
位
、
二
枚

.

右
の
資
料
の
う
ち
、
『
詳
解
』
の
分
が
和
歌
森
太
郎
『
美
保
讐
の
研
究
』

(
一
八
O
S
 
一
八
一
ペ
ー
ジ
、
原
色
口
絵
第
備
図
・
第
飴
図
)
に
紹
介
さ
れ
て

い
る
の
で
、
本
稿
で
は
「
和
歌
森
の
原
色
口
絵
第
紡
図
の
原
図
が
こ
こ
に
描
か

れ
て
い
る
」
と
い
う
意
味
で
、
(
図
鉐
)
と
い
う
よ
う
に
略
示
し
た
。

和
歌
森
は
同
ペ
ー
ジ
の
頭
注
〔
三
五
〕
で
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
ぃ
る
。

も
と
は
、
各
頭
家
に
小
忌
人
、
供
人
を
世
話
す
る
月
經
の
な
い
老
婆
が

い
た
が
こ
の
女
が
正
月
五
日
朝
か
ら
一
日
か
か
っ
て
機
織
り
し
て
布
を
織

つ
た
。
そ
の
布
を
用
い
た
。
今
は
こ
の
鉾
は
神
社
か
ら
下
が
る
。

ニ
ニ

〔
こ
の
小
幡
目
芭
・
紙
に
て
包
む

原
宏

0
 
・
奉
幣
鉾

こ
の
老
婆
は
「
t
ゞ
」
、
「
t
ご
、
「
婆
母
」
、
「
祖
母
」
、
「
老
人
之

女
」
、
「
頭
屋
二
抱
候
婆
ζ
」
、
「
老
女
」
な
ど
の
字
が
あ
て
ら
れ
て
ぃ
た
。

大
正
五
年
の
神
事
式
改
正
に
ょ
る
「
青
柴
垣
神
事
次
第
」
で
峡
行
列
次
第
(
参

向
)
に
小
忌
人
に
付
き
添
う
「
供
人
」
と
「
老
女
」
の
記
載
が
見
ら
れ
る

和
歌
森
が
注
記
し
た
よ
う
に
、
奉
幣
鉾
の
布
は
旧
正
月
五
日
に
調
製
し
た
も

の
で
あ
る
。

『
原
稿
』
に
ょ
れ
ば
、
「
0
役
人
揃
へ
「
旧
L
 
正
月
十
一
日
眉
こ
の
と
こ
ろ

{
貼
紙
下
0
こ
れ
よ
り
青
柴
垣
神
事
な
り
)

で
、
「
0
此
式
よ
り
蒼
柴
籬
神
事
〔
大
握
巴
な
り
」
と
し
た
う
え
で
、
次
の
よ

う
な
頭
注
を
施
し
て
い
る
。

旧
時
は
旧
正
月
五
日

つ
゛
い
二
ぬ
の

壹
反

御
鉾
布〔

ホ
コ
旗
七
尺
五
寸
ヲ
ニ
枚
〕
を
調
製
せ
り

古
来
よ
り
こ
の
御
鉾
布
壱
反
ハ
一
日
の
中
に
仕
上
ぐ

る
を
例
と
し
て
数
人
の
手
に
ょ
り
荒
苧
よ
り
麻
を
、

紡
ぐ

つ
む
ぐ
人
、
乾
か
す
人
、
織
る
人
等
分
業
に
て
一
日

中
に
織
上
げ
た
る
も
の
な
り

七
尺

一
、
負
棒
の
緒
〔
小
忌
人
用
〕

冒
木
綿
〕

四
寸
五
寸

一
、
シ
ト
ジ

、

〔
白
木
綿
餝
を
受
け
る
白
布
〕

壱
尺
八
寸

一
、
餅
切

〔
白
木
綿
餅
を
切
る
白
布
〕

以
上
を
こ
の
日
製
せ
り

『
詳
解
』
で
も
同
じ
よ
う
に
、

あ
を
ふ
し
が
き

「
◎
蒼
柴
鰐
大
祭
」
の
冒
頭
の
「
0
役
人
揃

本

紋裏
渦面
雲の

.



△
の
頭
注
に
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

0
旧
時
ハ
旧
正
月
五
日
御
鉾
布
〔
う
大
こ
ぬ
の
〕
壹
反
を
こ
の
壹
日
中

に
織
上
げ
た
り
、
古
来
よ
り
鉾
布
壹
反
ハ
此
日
の
中
織
上
ぐ
る
を
例

と
し
数
人
合
寄
り
麻
を
紡
む
ぐ
人
、
乾
す
人
織
り
上
ぐ
る
人
、
等

分
業
し
て
一
日
中
に
調
製
な
し
た
り

・
〔
鉾
旗
七
尺
五
寸
を
二
枚
〕

負
棒
の
緒

七
尺

.

〔
小
忌
人
用

白
木
綿
〕

.

四
尺
五
寸

シ
ト
ジ

.

〔
餅
を
受
け
る
布
、

白
木
綿
〕

.餅
切
り

壹
尺
八
寸

.

〔
餅
を
切
る
布

白
木
綿
〕

.以
上
も
此
日
調
製
せ
り

両
當
屋
に
て
行
ふ
な
り

右
の
注
記
の
中
で
、
「
負
棒
」
に
つ
い
て
は
後
で
触
れ
る
が
、
フ
ソ
ト
ジ
」

に
は
疑
義
を
感
じ
て
い
た
。
こ
の
一
言
葉
は
聞
い
た
こ
と
も
な
い
し
、
ま
た
餅
搗

き
の
と
き
に
見
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。
古
老
に
質
問
し
て
も
不
明
で
あ
っ
た
。

次
に
「
負
棒
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
『
原
稿
』
に
四
月
五
日
夜
の
「
羽
白
幣
式

ぢ
、
り
い
モ
め

翁
白
始
〕
」
の
項
に
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

小
忌
人
・
皈
殿
行
列
の
型

タ
シ
ャ
に
負
は
れ
る
仕
方
の
稽
古

棒
鼻
婦
人
手
傅
ふ

.

負
棒
二
本
白
木
綿

長
サ
ニ
尺
位

.

當
屋
1
て
造
る
(
図
欄
)

.

一
九
八
六
年
三
月

横
木
〔
桐
材
〕
に
も
白
木
綿
を
巻
く

先
ツ
タ
シ
ヤ
負
棒
を
背
に
掛
く

〔
貼
紙
下
冠
0
、

小
忌
人
か
つ
き
を
「
冠
り
」
両
足
を
稍
ヤ
擴
げ
て
負
棒
に
上
り
、

.

タ
シ
ャ
の
額
を
両
手
に
て
抱
く
〔
か
?
ぎ
【
被
衣
】
は
白
綾
絹

.

に
し
て
襟
の
上
部
に
金
色
の
蝶
を
附
く
〕

棒
鼻
婦
人
は
小
忌
人
の
足
元
に
氣
を
配
り
て
粗
相
無
き
を
期
す

.

小
忌
人
タ
シ
ヤ
に
負
は
れ
た
る
図

.

(
図
円
)
・
白
足
袋
わ
ら
じ

・
棒
鼻
婦
人
丸
髭
、
黒
紋
服

に
両
側
に
附
添
ふ

ま
た
、
『
詳
解
』
で
も
同
じ
よ
う
な
記
載
が
見
ら
れ
る
。

0
小
忌
人
皈
殿
行
列
の
型

?
3

〔
皈
殿
行
列
の
際
の
當
知
り
に
負
は
れ
て
参
加
す
る
仕
方
の
稽

.

古
な
り
〕

棒
鼻
婦
人
手
傅
ふ

.

負
棒

踏
木
の
長

.

サ
弐
尺
位

三
本
〕

扣
)

〔
横
木
〕
は
桐
材
に
て
白
木
綿
に
て

當
屋
に
て
造
る
踏
木

.

巻
く

先
ツ
當
知
負
棒
を
〔
後
首
よ
り
負
木
綿
を
前
に
廻
し
両
手
を
通

.

し
て
〕
腰
の
辺
に
下
る
位
に
肩
に
掛
く

か
つ
ぎ

次
に
小
忌
人
被
衣
を
冠
り
両
足
稍
ヤ
擴
げ
て
負
棒
〔
踏
木
〕
こ

.

ι

上
り
、
當
知
の
額
を
両
手
に
て
抱
く

か
つ
ぎ

0
被
衣
は
白
綾
織
に
し
て
襟
に
〔
最
上
部
〕
金
色
折
蝶
を

二
三

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
二
号

ノノー＼

白
ーー■、



美
保
神
社
青
柴
垣
神
事
の
デ
ィ
テ
ー
ル
ー
伝
承
と
記
録
と
の
は
ざ
ま
ー

つ
け
る

棒
鼻
〔
婦
人
二
人
愚
付
、
丸
置
角
隠
し
〕
は
足
元
に
氣

.

を
配
り
粗
相
無
き
を
期
す
る
な
り

0
小
忌
人
の
當
知
に
負
は
れ
た
る
図

(
図
桝
)
:
お
両
側
に
棒
鼻

1
 
婦
人
附
添
ふ

・
図
は
大
祭
参
加
の
繪
に
し
て
会
所

に
て
は
〔
わ
ら
じ
〕
を
履
か
ず

二
四

以
上
、
引
用
し
た
部
分
か
ら
、
さ
ら
に
「
負
棒
(
踏
木
)
」
な
い
し
は
「
負

棒
の
緒
」
と
フ
ソ
ト
ジ
」
と
に
つ
い
て
、
も
っ
と
詳
し
く
検
討
し
て
み
た
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
も
と
正
月
五
日
(
旧
暦
)
に
御
鉾
布
一
反
を
織
り
上
げ
て
い

た
と
い
う
こ
と
を
、
も
っ
と
掘
り
下
げ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

私
は
、
本
茜
昇
で
「
美
保
#
の
末
公
刊
資
料
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
文

(
『
山
陰
地
域
研
究
〔
伝
統
文
化
〕
』
第
一
号
、
三
七
S
五
一
ペ
ー
ジ
、
昭
和
六

十
年
三
月
、
島
根
大
学
山
陰
地
域
研
究
総
合
セ
ン
タ
ー
)
を
発
表
し
た
。
そ
の

一
芳
〕

と
き
、
取
り
上
げ
た
資
料
「
當
社
三
月
祭
禮
兩
當
屋
餝
物
色
數
扣
匙
(
以
下

「
扣
覺
」
と
略
記
)
に
つ
い
て
、
若
干
の
解
題
を
記
し
、
全
文
復
刻
の
う
え
、

三
0
項
目
に
つ
い
て
注
解
・
評
釈
を
試
み
た
。

ひ
と
わ

「
扣
角
見
」
は
、
二
月
十
九
日
の
人
分
け
に
始
ま
っ
て
、
粉
砕
き
.
祝
儀
(
い

め
、
L

か
.
こ
ん
ぶ
.
御
酒
・
芋
汁
)
・
餅
振
錘
い
・
お
け
ど
の
神
事
.
食
振
舞
い
.
鳥
作

り
.
籠
作
り
.
紙
細
工
・
籠
の
口
と
り
・
御
供
餅
搗
き
.
下
も
り
.
さ
が
も
る

{
大
忌
)

、
ご
い

(
り
)
・
御
供
は
え
・
刀
取
り
・
練
り
初
め
・
お
ふ
み
の
{
佰
.
才
の
潮
掻
き

.

し
や
じ
き

桟
敷
破
り
・
御
船
組
み
・
抜
解
奏
の
神
事
な
ど
を
記
述
し
、
最
後
は
三
月
四
日

の
長
柄
の
銚
子
に
ょ
る
御
酒
振
錘
い
と
な
っ
て
い
る
。
お
お
む
ね
、
日
程
の
進

原
宏

行
に
沿
っ
て
行
事
内
容
を
記
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
扣
覺
」
の
冒
頭
の
部
分
、
正
確
に
は
表
紙
裏
に
、
次
の

よ
う
な
記
載
が
見
ら
れ
る
。
籠
作
り
の
項
で
「
お
平
こ
布
之
儀
上
紙
二
書
付

置
」
と
注
記
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
部
分
で
あ
る
。

御
鉾
布
は
田
十
尋
ほ
ど
の
麻
布
を
織
り
、
⇔
ま
ず
五
尋
を
蕪
芳
染
め
に
し
て

御
鉾
(
奉
幣
鉾
)
二
本
に
付
け
る
布
に
す
る
。
国
残
り
の
五
尋
か
ら
当
屋
神
主

の
「
ゑ
と
う
す
」
(
機
)
一
足
分
を
取
っ
て
御
子
(
巫
女
)
が
仕
立
て
、
さ
ら

に
四
そ
の
残
り
を
「
と
う
し
ら
」
の
「
も
り
木
」
の
樫
に
す
る
と
い
う
の
で
あ

る
0

と
こ
ろ
で
、
「
寛
文
十
庚
戌
改
帳
御
祭
礼
年
中
行
事
」
(
以
下
A
と
略
記
)

を
見
る
と
、
御
鉾
布
に
つ
い
て
は
正
月
に
は
記
事
が
な
く
、
二
月
二
十
八
日
の

項
に
「
同
日
二
御
ほ
こ
布
五
尋
赤
く
染
弐
本
二
付
也
」
と
記
さ
れ
て
ぃ
る
。
ま
た

一
、
お
平
こ
布
之
儀
、
此
所
へ
出
ス

{
昔
〕
〔
績
)
(
揃
)
(
織
)

正
月
之
内
二
む
、
の
し
ハ
、
苧
を
う
ミ
そ
途
へ
、
正
月
中
二
お
り
立
申
候

＼
、

ノ

{
織
)

其
長
サ
十
尋
斗
、
九
尋
余
り
、
お
り
済

二
且
二
夜
三
日
ご
も
り
二
、
宮
二
る
當
屋
の
て
ゞ
成
ル
も
の
是
ヲ
染
ル

(
裁
〕
璽
芳
)

染
メ
る
長
サ
四
尺
尋
五
尋
立
チ
、
キ
三
ふ
二
西
赤
ク
染
ル
な
り
、
夫
方

當
屋
二
西
、
二
月
廿
日
過
キ
廿
三
四
日
二
、
五
尋
染
候
布
二
尋
半
侘

>

0

一
長
)
(
短
)

(
折
〕

裁
)

な
、
の
い
方
ヲ
前
、
ミ
ち
か
い
方
ヲ

ニ
ツ
ニ
立
、
そ
れ
を
三
ツ
ニ
お
り
て
、

向
ニ
メ
お
Y
m
こ
二
本
二
付
、
目
當
入
ル

亟
女
)

五
尋
取
残
り
之
布
、
當
神
主
之
三
と
う
す
一
足
分
取
、
御
子
へ
遣
シ
仕
立

〔
裸
)

と
う
し
ら
の
も
り
木
の
た
毫
き
二
す
る
な
り

ル
、
其
残
へ

(
御
苦

*
**



別
項
の
「
頭
屋
二
入
物
之
事
」
の
条
に
「
す
ま
や
ノ
帯
二
布
尋
壱
尺
但
と
う
し

ろ
取
」
、
「
神
主
し
と
う
づ
ノ
た
ひ
壱
そ
く
但
大
市
取
」
と
し
て
、
別
途
に
用

と
う
し
ろ

意
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
す
ま
や
ノ
帯
」
と
は
頭
知
の

相
撲
に
用
い
る
下
帯
の
こ
と
で
あ
る
。
「
と
う
し
ら
」
、
「
と
う
し
ろ
」
は
現

在
の
「
た
っ
し
ゃ
」
、
「
た
っ
し
ゃ
さ
ん
」
と
い
う
の
に
あ
た
る
。
「
た
っ
し

や
」
は
「
当
為
知
」
を
あ
て
て
い
る
が
、
一
般
に
は
「
達
者
」
と
書
く
こ
と
が

多
い
。
大
市
云
々
は
、
両
当
屋
神
主
(
一
の
当
す
な
わ
ち
大
御
前
之
当
屋
神
主

と
二
の
当
す
な
わ
ち
ニ
ノ
御
前
之
当
屋
神
主
)
の
下
沓
の
足
袋
一
足
を
巫
女
衆

お
お
い
ち

の
筆
頭
家
大
市
(
奥
市
)
が
仕
立
て
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
「
三
と
う
す
」
、
「
し
と
う
づ
」
か
ら
見
て
い
き
、
「
も
り

木
」
に
つ
い
て
は
後
で
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

前
掲
の
『
詳
解
』
の
「
役
人
揃
△
の
条
の
頭
注
の
御
鉾
布
云
々
に
つ
い
て

は
、
同
害
の
巻
尾
を
見
る
と
、
「
老
上
番
心
控
へ
の
手
記
に
し
て
意
義
不
明

の
箇
所
又
ハ
製
な
し
が
た
き
箇
所
等
あ
る
も
現
在
ノ
上
準
番
中
に
傅
は
れ
る

記
録
物
と
し
て
唯
一
の
も
の
な
り
、
こ
の
外
上
番
福
田
卯
助
の
手
記
せ
る
小
冊

?
マ
〕
?
マ
)

子
在
存
せ
る
も
大
同
小
異
の
も
の
に
し
て
又
重
腹
不
明
多
く
割
愛
せ
り
」
と
い

う
注
記
を
添
え
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

0
 
祭
典
式
一
切

〔
参
考
の
古
巽
〕

0

0
 
呈
葎
梅
之
助
藏
〕

原
書
の
通
り

0
但
大
御
前
の
式
次
第

0
旧
正
月
五
日

一
御
鉾
布

壹
反

七
尺
五
寸
を

ホ
コ
旗

ツ

.

「
ヲ
イ
ボ
」
ノ
緒

〔
負
棒
ノ
緒
〕

.

一
九
八
六
年
三
月

、
ソ
ト
ジ

餅
切

.〆
貳
丈
八
尺

.

(
後
堕

こ
の
「
参
考
の
古
記
録
」
と
い
う
の
を
素
材
に
し
て
、
先
に
引
用
し
た
頭
注

の
「
・
シ
ト
ジ
四
尺
五
寸

〔
餅
を
受
け
る
布
白
木
綿
〕
」
と
い
う

.

記
事
が
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
昭
和
十
三
年
当
時
も
は
や
記

録
の
意
味
さ
え
不
明
で
解
釈
不
能
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

じ
ょ
う
が
ん

当
時
、
上
番
(
上
官
)
の
古
参
順
筆
頭
で
あ
っ
た
雲
津
梅
之
助
や
『
詳
解
』
の

著
者
た
る
野
村
憲
治
(
五
松
)
は
も
ち
ろ
ん
、
当
時
の
人
々
に
は
も
は
や
不
明

の
語
粂
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
奉
幣
鉾
(
布
鉾
)
の
布
す
な
わ

ち
御
鉾
布
を
作
る
と
き
に
、
一
緒
に
作
っ
て
い
た
当
屋
神
主
の
「
し
と
う
ず
」

が
「
餅
を
受
け
る
布
」
と
し
て
の
フ
ソ
ト
ジ
」
と
い
う
よ
う
な
転
用
の
時
期
が

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
現
在
で
は
そ
れ
さ
え
も
な
く
な
り
、
実
体

は
も
ち
ろ
ん
名
称
さ
え
も
記
憶
・
伝
承
か
ら
消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。

近
世
に
お
い
て
も
変
化
が
あ
っ
た
し
、
と
り
わ
け
明
治
以
降
に
お
い
て
は
、

祭
礼
の
衣
装
.
調
度
・
献
立
な
ど
、
あ
る
い
は
呼
称
な
ど
の
変
化
・
推
移
が
部

分
的
に
見
ら
れ
、
「
し
と
う
ず
」
用
の
白
布
も
履
物
の
変
化
に
ょ
っ
て
、
そ
の

原
義
さ
え
も
忘
失
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
横
山
家

(
横
邑

に
は
白
麻
布
製
の
「
し
と
う
ず
」
が
保
存
さ
れ
て
い
る
の
を
実
見
し
た
。

.

七
尺

次
に
、
「
と
う
し
ら
の
も
り
木
の
た
毫
き
二
す
る
な
り
」
と
い
う
「
も
り
木
」

に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

『
原
稿
』
で
は
「
タ
シ
ャ
」
の
発
を
次
の
よ
う
に
掲
げ
て
い
る
。二

五

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
二
号

四
尺
五
寸

壹
尺
五
寸

〔
餅
を
受
け
る
白
布
〕

〔
餅
ヲ
切
る
白
布
〕

'1

*

**



當
地
方
の
方
一
言
に
健
か
な
る
を
〔
タ
シ
ャ
ナ
〕
と
呼
べ
り
即
ち
タ
シ
ャ

は
專
ら
大
祭
時
に
小
忌
人
を
背
負
ひ
て
皈
殿
行
列
に
参
加
す
る
の
役
目
な

る
を
以
て
壮
年
の
男
子
を
選
べ
り
案
す
る
に
強
壮
な
る
男
子
の
意
か

ま
た
、
次
の
よ
う
な
頭
注
も
加
え
て
い
る
。

又
一
説
に
凹
く
タ
シ
ャ
は
〔
當
知
り
〕
と
書
き
両
當
屋
の
當
選
を
当

屋
に
知
ら
す
る
〔
達
す
る
〕
に
ょ
り
こ
の
語
あ
り
と

『
詳
解
』
に
も
同
趣
の
巽
が
、
次
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
。

0
當
地
方
の
方
言
に
壮
健
な
る
を
〔
た
し
や
ふ
〕
と
呼
べ
り
當
知
り
は
專

ら
大
祭
当
日
小
忌
人
を
背
負
ひ
て
皈
殿
行
列
に
参
加
す
る
の
役
目
な
れ
ば

屈
強
の
男
子
を
選
べ
り
案
ず
る
に
壮
者
の
意
か

0
一
説
に
日
く
〔
た
し
や
〕
は
當
知
り
と
書
き
両
當
屋
に
當
指
を
急
報
す

る
を
以
て
〔
達
す
る
〕
此
名
あ
り
と

い
ま
、
こ
こ
で
は
詳
述
は
避
け
て
お
く
が
、
本
茜
剛
号
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、

レ
一
、
ワ
し
・
り
せ

タ
シ
ャ
あ
る
い
は
タ
ツ
シ
ャ
は
、
お
そ
ら
く
「
当
為
知
」
の
原
義
が
な
ま
っ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
「
も
り
木
の
た
を
き
」
は
「
負
棒
の
緒
」
(
「
ヲ
イ
ボ
」
ノ
緒
)
の

こ
と
で
あ
り
、
負
い
棒
を
小
忌
人
が
踏
ま
え
て
背
負
わ
れ
る
の
で
、
「
踏
木
」

と
も
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
も
り
木
」
に
つ
い
て
も
っ
と
検
討
し
て
み
ょ

美
保
神
社
青
柴
垣
神
事
の
デ
ィ
テ
ー
ル
ー
伝
承
と
記
録
と
の
は
ざ
ま
ー

原
宏

『
国
語
大
辞
典
』
(
第
一
版
、
小
学
館
)
に
ょ
れ
ば
、
【
負
木
】
を
「
近
世

初
期
、
駕
籠
が
一
般
人
の
乗
用
を
許
さ
れ
る
前
、
女
性
が
人
の
背
に
負
わ
れ
る

時
に
腰
か
け
た
木
。
二
段
に
な
っ
た
横
木
に
腰
と
足
を
乗
せ
、
う
し
ろ
向
き
に

背
負
わ
れ
た
」
と
説
明
し
て
い
る
。

も
り
き

「
守
木
」
に
つ
い
て
は
、
『
国
語
大
辞
豊
は
「
身
を
守
り
支
え
る
木
。
つ

え
。
」
と
だ
け
記
し
て
い
る
が
、
『
広
辞
苑
』
に
は
「
背
に
負
う
た
子
を
腰
か

け
さ
せ
る
木
」
と
説
い
て
、
『
太
平
記
』
第
二
十
五
巻
か
ら
「
六
尺
三
寸
の
太

刀
を
守
木
に
成
し
鎧
武
者
を
鎧
の
上
に
掻
い
負
う
て
」
と
い
う
部
分
を
用
例
と

し
て
引
い
て
い
る
。
こ
れ
を
も
う
小
ノ
し
詳
し
く
見
る
と
、
次
の
よ
う
な
一
文
で

あ
る
百
本
古
典
文
学
大
系
『
太
平
記
』
二
、
岩
波
書
店
)
。

キ
ル

イ
カ

ワ
シ
リ
ヨ
ツ

(
前
略
)
安
田
彈
正
走
寄
テ
、
「
何
ナ
ル
事
二
、
プ
候
ゾ
。
大
將
ノ
腹
切

モ
リ
キ

オ
ノ

イ
ヒ

所
ニ
テ
ハ
候
ハ
ヌ
者
ヲ
。
」
卜
云
テ
、
己
ガ
六
尺
三
寸
ノ
太
刀
ヲ
守
木
二

モ
リ
キ

カ
イ
寸
ウ

成
シ
、
鎧
武
者
ヲ
鎧
ノ
上
二
掻
負
テ
橋
ノ
上
ヲ
渡
ル
ニ
、
守
木
ノ
太
刀
二

ズ
シ
ラ

オ
ポ

セ
キ
落
サ
レ
テ
、
水
二
溺
ル
・
者
數
ヲ
不
知
。
(
後
略
)

「
も
り
木
」
に
つ
い
て
、
視
覚
的
に
確
か
め
る
に
は
画
証
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
試
み
に
岡
見
正
雄
・
佐
竹
昭
広
編
の
『
標
注
洛
中
洛
外
屏
風
上
杉
本
』

(
昭
和
五
十
八
年
、
岩
波
書
店
)
を
見
る
と
ご
肩
車
に
乗
せ
た
り
、
背
負
っ
た

り
し
て
い
る
風
姿
は
あ
る
が
、
「
も
り
木
」
の
使
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
も

つ
と
も
、
武
士
ら
し
い
主
人
夫
婦
の
家
来
と
お
ぽ
し
い
男
が
白
の
衣
被
の
少
女
を

肩
車
に
し
て
い
る
姿
が
一
例
だ
け
あ
る
。
徳
大
寺
殿
の
あ
た
り
で
あ
る
が
、
男
は

裸
足
で
腰
に
刀
を
差
し
て
、
両
手
は
胸
の
あ
た
り
で
少
女
の
足
を
持
っ
て
ぃ
る

の
で
、
「
も
り
木
」
も
刀
も
使
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
絵
巻
物
を
見
る
と
、
『
北
野
天
神
縁
起
』
第
四
巻
・
第
八
巻
で
最

も
明
確
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
『
日
本
繪
巻
物
全
集
』
8
 
(
昭

う

ま
ず
、
『
広
辞
苑
』
条
三
版
岩
波
書
店
)
に
ょ
れ
ば
、
「
お
い
ー
ぎ
」

【
負
木
】
は
「
駕
籠
三
の
な
か
っ
た
慶
長
以
前
に
、
女
が
人
に
負
わ
れ
る
時

小
み
ぎ

に
腰
を
か
け
た
木
」
と
解
説
し
て
い
る
が
、
「
踏
木
」
を
「
足
を
乗
せ
て
お
く

木
」
で
、
と
く
に
機
織
り
に
お
い
て
緯
糸
を
通
す
と
き
に
経
糸
を
上
下
さ
せ
て
、

杼
口
を
作
る
た
め
に
足
で
踏
む
木
を
言
う
と
し
て
い
る
。

二
六



和
三
十
四
年
、
角
川
書
店
)
、
『
新
修
日
本
繪
巻
物
全
集
』
9
(
昭
和
五
十
二
年
、

角
川
書
店
)
、
『
日
本
絵
巻
物
大
成
』
れ
(
昭
和
五
十
三
年
、
中
央
公
論
社
)
に

、

よ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
澁
澤
敬
三
編
著
『
絵
巻
物
に
ょ
る
日
本
常
民
生
活
絵

引
』
 
1
 
(
昭
和
四
十
年
、
角
川
書
店
一
六
八
・
一
六
九
ペ
ー
ジ
。
昭
和
五
十

九
年
の
澁
澤
敬
=
一
・
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
編
『
新
版
遜
勤
日
本
常
民

生
活
絵
引
』
 
1
 
〔
平
凡
社
〕
で
は
一
七
八
・
一
七
九
ペ
ー
ジ
)
に
は
、
「
魏
抱

背
負
う
」
、
「
B
背
負
う
」
と
い
う
見
出
し
の
も
と
に
「
も
り
木
」
に
関

く
.

す
る
部
分
模
写
と
解
説
と
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
 
3
は
「
刀
を
腰
の

支
え
に
し
て
背
負
っ
て
い
る
。
人
を
背
負
う
場
合
は
支
え
る
も
の
を
持
っ
の
が

普
通
で
あ
っ
た
」
と
し
、
刀
を
横
に
し
て
支
え
に
し
、
衣
か
ず
き
の
女
性
を
背

負
っ
て
い
る
男
性
の
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
頭
に
は
侍
鳥
帽
子
を
頂
ミ
裸
足

で
あ
る
。
 
B
は
「
男
が
女
を
背
負
っ
て
い
る
。
腰
に
支
え
棒
を
も
っ
て
お
り
、

女
は
そ
の
上
に
足
を
の
せ
て
負
わ
れ
て
い
る
」
図
と
並
べ
て
、
「
女
が
子
供
を

背
負
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
肌
に
子
を
負
い
、
そ
の
上
に
着
物
を
着
て
お
り
、

後
年
の
子
守
風
俗
に
通
ず
る
」
図
も
示
し
て
い
る
。
支
え
棒
を
横
に
し
て
、
女

を
背
負
っ
て
ぃ
る
男
は
草
鞍
に
狩
衣
の
姿
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
北
野
天
神
縁

起
』
は
鎌
倉
時
代
の
初
期
、
承
久
元
年
(
二
三
九
)
の
作
と
考
定
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
に
は
女
を
背
負
う
男
の
姿
体
と
し
て
、
棒
を
横
に
し
て
支
え
に
し
て
い

る
場
合
と
刀
を
横
に
し
て
支
え
に
し
て
い
る
場
合
と
の
二
例
が
描
か
れ
て
い
る

血
貝
重
な
画
証
と
し
て
、
特
記
す
べ
き
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
角
川
書
店
版
・
中
央
公
論
社
版
の
双
方
に
早
く
か
ら
関
わ
り
を

も
ち
、
と
く
に
中
央
公
論
社
版
の
『
日
本
絵
巻
物
大
成
』
に
一
貫
し
て
監
修
役

を
つ
と
め
て
き
た
宮
本
常
一
は
、
配
本
の
た
び
に
社
会
史
的
、
民
俗
学
的
視
点

に
立
っ
解
説
を
連
載
し
て
い
た
。
そ
れ
に
加
筆
訂
正
し
た
う
え
で
、
晩
年
に
事

二
七

実
上
の
遺
著
と
な
っ
た
『
絵
巻
物
に
見
る
日
本
庶
民
生
需
』
(
中
公
新
晝

昭
和
五
十
六
年
、
中
央
公
論
社
)
を
公
刊
し
た
。
小
冊
と
は
言
え
、
優
れ
た

示
唆
に
富
む
名
著
で
あ
る
と
思
う
。
同
書
に
「
女
を
背
負
う
」
と
い
う
項
目
を

設
け
て
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
(
四
三
S
四
四
ペ
ー
ジ
)
。

「
北
野
天
神
縁
起
」
は
承
久
元
年
〔
三
三
九
〕
に
描
か
れ
た
と
あ
る

か
ら
、
鎌
倉
初
期
の
作
で
あ
る
。
菅
原
道
真
死
後
三
百
年
あ
ま
り
の
こ
と

に
な
る
。
公
家
生
活
の
有
職
故
実
に
つ
い
て
は
平
安
時
代
の
も
の
を
忠
実

に
再
現
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
民
衆
の
生
活
に
つ
い
て
は
、
こ
の
絵

巻
の
描
か
れ
た
こ
ろ
の
風
俗
が
多
分
に
写
実
的
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に

思
う
。
こ
の
こ
と
は
、
想
像
だ
け
で
描
い
た
の
な
ら
見
落
と
す
よ
う
な
習

俗
が
巧
み
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
推
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

巻
四
に
、
九
州
へ
流
さ
れ
る
道
真
を
見
送
る
人
び
と
の
姿
が
描
か
れ
て
い

き
染
工

る
が
、
そ
の
中
に
衣
被
の
女
を
背
色
今
た
男
の
姿
が
見
え
る
。
男
は
腰
へ
棒

を
横
に
あ
て
両
端
を
両
手
で
持
ち
、
女
は
そ
の
棒
に
足
を
の
せ
、
う
ず
く
ま

つ
て
男
の
肩
に
手
を
か
け
て
い
る
。
巻
八
で
は
、
男
が
女
を
背
負
う
の
に
棒

を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
刀
を
代
用
し
て
い
る
。
男
が
女
を
背
負
う
と

き
は
、
こ
の
時
代
に
あ
っ
て
は
こ
の
よ
う
に
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

な
ぜ
棒
の
上
に
足
を
の
せ
て
背
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
は
明

ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
風
俗
は
、
秋
田
握
勝
譜
方
で
は
、
天
明

五
年
〔
一
七
八
五
〕
ご
ろ
ま
で
嫁
入
り
の
習
俗
と
し
て
残
っ
て
い
た
。
菅
江

?
こ

真
澄
の
書
い
た
遊
覧
記
「
小
野
の
ふ
る
さ
と
」
の
三
月
二
十
五
日
の
条
に

「
新
金
谷
村
の
近
所
で
嫁
入
り
が
あ
る
と
い
う
の
で
見
に
い
っ
た
。
婿
の
家

の
あ
た
り
に
^
{
^
と
い
っ
て
、
と
く
に
凱
訣
け
た
^
の
家
に
は
い
る
こ
と
が
あ
る

が
、
そ
こ
で
一
の
も
り
と
い
う
男
が
迎
え
る
女
を
背
負
う
習
俗
が
あ
る
。
も
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美
保
神
社
青
柴
垣
神
事
の
デ
ィ
テ
ー
ル
ー
伝
承
と
記
録
と
の
は
ざ
ま
ー

り
木
は
五
色
の
紙
よ
り
で
結
ん
で
あ
り
、
こ
の
も
り
木
を
と
り
な
お
し
、
左

右
の
手
に
持
つ
の
も
、
天
地
和
合
な
ど
と
い
っ
て
、
持
ち
方
に
き
ま
り
の
あ

る
こ
と
で
あ
る
。
男
が
も
り
木
を
嫁
の
尻
に
あ
て
て
、
小
宿
に
負
っ
て
入
れ

て
い
た
。
そ
の
あ
と
婿
の
家
ま
で
、
嫁
を
こ
う
し
て
負
っ
て
行
く
な
ら
わ
し

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
」
〔
東
洋
文
庫
『
菅
江
真
澄
遊
覧
記
』
 
1
〕

こ
れ
は
興
味
あ
る
長
で
あ
る
が
、
他
の
地
方
に
こ
の
よ
う
な
習
俗
の

残
っ
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
て
い
な
い
。

(
原
宏
注
1
 
「
三
月
」
と
あ
る
の
は
宮
本
の
誤
り
で
、
原
文
に
ょ
れ

ば
「
卯
月
」
の
こ
と
で
あ
る
J

菅
江
真
澄
の
日
記
は
逗
留
記
の
体
を
な
す
旅
日
記
で
あ
り
、
罪
官
江
真
澄
遊

覧
記
』
と
も
通
称
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
の
「
小
野
の
ふ
る
さ
と
」
の
巻
で
、
天

明
五
年
(
一
七
八
五
)
、
出
羽
国
雄
勝
郡
滞
在
中
の
「
き
さ
ら
ぎ
」
廿
日
「
あ

る
郷
」
の
条
と
「
卯
月
」
廿
五
日
「
(
新
金
谷
村
の
)
ち
か
と
な
り
の
邑
」
の

条
と
に
「
も
り
木
」
の
登
場
す
る
婚
礼
の
習
俗
の
見
聞
を
記
録
し
て
い
る
。

こ
の
記
事
に
は
、
柳
田
國
男
も
早
く
か
ら
目
に
と
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
大

間
知
篤
三
と
の
共
著
『
婚
姻
習
俗
語
業
』
(
昭
和
十
二
年
。
昭
和
五
十
年
復
刻

版
、
国
書
刊
行
会
)
の
中
で
「
五
、
嫁
入
行
列
」
に
「
ハ
ナ
ウ
マ
」
全
八
ペ

ー
ジ
)
、
「
七
、
中
宿
」
に
「
コ
ヤ
ド
」
(
四
四
ペ
ー
ジ
)
の
項
を
あ
げ
て
、

「
{
寸
木
」
、
「
も
り
木
」
に
触
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う
な
解
説
で

あ
る
。

ハ
ナ
ウ
マ
常
民
の
花
嫁
は
、
近
世
は
馬
に
乗
せ
て
送
る
の
が
田
舎
の
風

も
り
き

で
あ
つ
た
。
〔
百
年
前
ま
で
は
東
北
で
は
、
守
木
と
い
ふ
木
の
背
負
子
に

載
せ
て
負
う
て
行
っ
た
。
江
戸
に
も
△
子
ノ
し
前
ま
で
は
其
習
ひ
が
あ
つ
た
〕
。

下
野
那
須
地
方
の
嫁
入
行
列
は
、
花
馬
と
稱
し
て
嫁
を
馬
に
乗
す
サ
キ
ウ

原
宏

マ
と
稱
し
て
仲
人
の
女
房
の
乗
っ
た
馬
が
其
前
に
行
ミ
其
他
は
迎
へ
に

來
た
聟
も
仲
人
も
皆
あ
る
い
た
。
同
勢
は
普
通
七
人
で
あ
つ
た
と
い
ふ
〔
郷

士
史
話
〕
。

コ
ヤ
ド
甲
州
で
は
嫁
入
の
時
に
、
途
中
花
嫁
の
親
分
又
は
知
人
の
家
に

立
寄
っ
て
、
そ
こ
で
衣
服
を
改
め
る
こ
と
に
し
て
居
る
村
が
あ
る
。
之
を

小
宿
又
は
中
宿
と
も
謂
ふ
〔
甲
斐
の
落
葉
〕
。
菅
江
眞
澄
翁
の
旅
行
記
に

も
、
羽
後
の
雄
勝
郡
で
、
も
り
木
を
も
つ
て
負
ふ
て
來
た
嫁
を
小
宿
に
入

?
3

れ
る
と
こ
ろ
が
記
さ
れ
て
居
る
〔
山
野
の
ふ
る
さ
と
〕

0

こ
の
菅
江
真
澄
の
「
小
野
の
ふ
る
さ
と
」
に
つ
い
て
は
、
前
出
の
口
語
訳
に

よ
る
『
菅
江
真
澄
遊
覧
記
』
 
1
 
(
東
洋
文
庫
熨
、
内
田
武
志
・
{
呂
本
常
一
編
訳
、

昭
和
四
十
年
、
平
凡
社
)
と
罪
官
江
真
澄
全
集
』
第
一
巻
(
内
田
武
志
・
{
呂
本

常
一
編
集
昭
和
四
十
六
年
、
未
来
社
)
と
に
ょ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
念

の
た
め
に
両
害
か
ら
「
も
り
木
」
に
関
す
る
部
分
を
煩
碵
を
い
と
わ
ず
、
次
に

掲
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

{
二
月
)

二
十
日
あ
る
村
で
婚
礼
の
行
事
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
む
こ
が
ね
の
も
り

ぬ
ろ
で
の
き

木
と
い
っ
て
、
二
尺
あ
ま
り
の
勝
軍
木
〔
ウ
ル
シ
の
類
〕
の
画
蛎
を
紙
で
包

ん
で
白
木
の
台
に
の
せ
た
。
ま
た
女
の
家
か
ら
も
同
じ
も
の
を
持
っ
て
き
く

お
の
お
の
二
本
ず
つ
四
本
を
合
わ
せ
、
こ
ち
ら
の
木
と
あ
ち
ら
の
木
を
一
本

、
、
、

ず
つ
と
り
か
え
て
帰
る
。
こ
の
よ
め
の
帯
を
し
て
い
る
尻
に
、
か
の
も
り
木

、
、
、

を
あ
て
て
、
ま
た
す
く
い
と
い
っ
て
五
尺
余
り
の
織
目
の
一
宗
い
布
を
嫁
の
肩

か
ら
か
け
て
、
背
負
う
と
き
に
用
い
る
。
こ
の
や
り
方
は
み
な
、
ふ
だ
ん
^

む
し
ろ

童
を
背
負
う
と
き
も
し
て
い
る
。
ま
た
婿
の
家
か
ら
莚
一
枚
だ
し
、
女
の
ほ

う
か
ら
も
、
む
し
ろ
一
枚
を
持
ち
だ
し
て
、
む
こ
の
む
し
ろ
を
上
に
、
嫁
の

?
3

八



む
し
ろ
を
下
に
敷
く
の
が
ふ
っ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
女
の
ほ
う
で
は
嫁
の

む
し
ろ
を
上
に
し
よ
う
と
腕
ま
く
り
し
て
ひ
っ
ぱ
り
、
争
い
を
す
る
。
女
の

む
し
ろ
が
上
に
敷
か
れ
る
の
を
ご
人
前
の
男
の
恥
と
言
い
な
し
て
い
た
。

小
刀
な
ど
を
も
っ
て
、
む
し
ろ
二
っ
を
貫
く
と
、
敷
き
か
え
る
こ
と
の
で
き

、

、

、

な
い
な
ら
わ
し
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
も
り
木
は
家
に
し
ま
っ
て
お
き
、
そ

ひ

"
、

の
人
が
亡
く
な
っ
て
茶
毘
に
ふ
さ
れ
る
と
き
、
骨
を
あ
つ
め
る
さ
い
の
箸

に
す
る
習
慣
が
あ
る
と
い
う
。

二
十
五
日
新
金
谷
村
の
近
所
で
嫁
入
り
が
あ
る
と
い
う
の
で
見
に
い
っ

た
。
む
こ
の
家
の
あ
た
り
に
小
{
佰
と
い
っ
て
、
と
く
に
凱
取
け
た
^
の
家
に
は

、

、

、

、

い
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
一
の
も
り
と
い
う
男
が
迎
え
る
女
を
北
月
負
う

習
俗
が
あ
る
。
も
り
木
は
五
色
の
紙
よ
り
で
結
ん
で
あ
り
、
こ
の
も
り
木
を

と
り
な
お
し
、
左
右
の
手
に
持
っ
の
も
、
天
地
和
合
な
ど
と
い
っ
て
、
持
ち

方
に
き
ま
り
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
男
が
も
り
木
を
嫁
の
し
り
に
あ
て
て
、

小
宿
に
負
っ
て
入
れ
て
い
た
。
そ
の
あ
と
婿
の
家
ま
で
、
嫁
を
こ
う
し
て
負

つ
て
行
く
な
ら
わ
し
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
柳
田
村
に
着
い
た
。

(
四
月
〕

廿
日
あ
る
郷
に
妻
む
か
ふ
る
の
わ
ざ
し
た
り
。
ま
づ
、
む
こ
が
ね
の
毛
利

ヌ
ル
テ
ノ
キ

〔
守
り
〕
木
と
て
、
二
尺
あ
ま
り
の
勝
軍
木
四
も
と
末
を
紙
に
つ
、
み
て

し
ら
台
に
の
せ
、
又
女
の
家
よ
り
も
持
来
て
、
か
く
二
も
と
づ
つ
四
も
と
を

△
口
て
、
こ
な
た
か
な
た
へ
ご
も
と
づ
つ
と
り
か
へ
て
か
へ
る
。
此
よ
め
を

お
び
出
た
る
し
り
べ
た
に
、
か
の
、
も
り
木
を
あ
て
て
、
す
く
ひ
と
て
五
尺

あ
ま
り
の
あ
ら
た
へ
の
布
を
、
よ
め
の
肩
よ
り
か
け
て
、
お
ふ
た
よ
り
と
せ

り
。
こ
は
み
な
、
つ
ね
の
わ
ら
は
お
ふ
に
も
ぜ
り
。
む
こ
の
家
よ
り
莚
一
ひ

(
卯
月
)

一
九
八
六
年
三
月

ら
出
し
、
女
の
か
た
よ
り
も
む
し
ろ
一
ひ
ら
持
出
て
、
む
こ
の
む
し
ろ
を
上

に
、
よ
め
の
む
し
ろ
を
し
た
つ
か
た
に
し
く
は
例
の
こ
と
な
る
を
、
こ
れ
を

あ
ら
そ
ひ
て
、
女
の
か
た
よ
り
は
女
の
む
し
ろ
を
う
へ
に
し
て
ん
と
、
ま
く
り

手
に
ひ
こ
し
ろ
び
、
あ
ら
が
ひ
せ
り
。
女
の
む
し
ろ
う
へ
に
し
か
る
、
を
、
し

み
じ
き
男
の
は
ぢ
に
い
ひ
な
せ
り
。
小
刀
な
ど
も
て
ゞ
U
し
ろ
二
を
さ
し
つ
ら

ぬ
け
ば
、
し
き
か
ふ
わ
ざ
の
な
ら
ざ
り
け
る
な
ら
は
し
な
り
と
ぞ
。
此
も
り

木
は
に
し
き
木
に
て
、
又
よ
め
お
ふ
と
き
の
し
ら
布
を
す
く
ひ
と
て
、
か
な

ら
ず
も
て
渡
る
は
狭
布
の
ほ
そ
布
な
ら
ん
か
。
み
ち
の
お
く
の
国
ち
か
け
れ

ば
、
か
か
る
た
め
し
<
お
も
ひ
あ
は
し
た
り
。
は
た
一
^
き
む
か
し
は
、
こ
の
く

に
も
み
ち
の
お
く
と
い
ひ
た
れ
ば
、
さ
も
あ
り
な
ん
か
。
ぬ
る
手
は
わ
き

て
棺
の
い
ろ
ふ
か
け
れ
ば
、
錦
と
も
い
は
ん
か
。
此
も
り
木
を
ひ
め
お
ミ

其
人
身
ま
か
れ
ば
煙
と
し
て
、
し
ら
骨
あ
つ
む
る
と
き
の
箸
と
な
し
け
る

た
め
し
と
な
ん
。

二
九
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(
き
さ
.
り
ぎ
)

^
^
日
ち
か
と
な
り
の
邑
に
、
よ
め
い
り
す
と
い
ふ
に
^
に
い
き
た
り
。

む
こ
が
ね
の
辺
に
小
宿
と
て
、
人
の
や
に
入
こ
と
あ
る
に
、
一
の
も
り
と

い
ふ
昊
む
か
ふ
女
を
お
ふ
。
も
り
木
は
五
色
の
こ
う
よ
り
〔
小
撚
〕
も
て

ゆ
ひ
で
、
此
も
り
木
を
と
り
な
を
し
左
右
の
手
に
持
も
、
天
地
和
合
な
ど

と
い
ひ
て
、
手
の
わ
ざ
、
ゆ
へ
あ
り
け
る
こ
と
に
こ
そ
あ
な
れ
。
例
の
も

り
木
を
女
の
し
り
へ
に
あ
て
て
、
小
{
佰
に
ょ
め
を
お
ひ
入
た
り
。
む
こ
の

や
ま
で
も
、
か
く
て
お
ひ
行
こ
と
な
り
。
柳
田
〔
湯
沢
市
〕
に
来
け
り
。

両
書
に
お
い
て
、
編
者
は
「
も
り
木
」
に
つ
い
て
の
注
解
を
示
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
三
官
江
真
澄
遊
覧
記
』
 
1
 
(
一
四
二
ペ
ー
ジ
)
に
、
「
も
り
木
」

?
3

は
「
{
寸
り
木
で
あ
ろ
う
。
女
が
子
ど
も
を
背
負
う
と
き
尻
へ
木
を
あ
て
、
背
負



美
保
神
社
青
柴
垣
神
事
の
デ
ィ
テ
ー
ル
ー
伝
承
と
記
録
と
の
は
ざ
ま
ー

う
者
は
木
の
両
端
を
持
っ
て
い
た
。
『
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
』
に
も
見
え
る
。

む
こ
が
ね
の
守
り
木
と
は
、
婚
礼
の
と
き
、
婿
が
嫁
を
背
負
う
に
使
用
す
る
棒

の
こ
と
。
婿
で
な
い
人
が
背
負
っ
た
と
き
は
、
そ
の
人
に
餅
と
酒
を
礼
に
だ
す

例
で
あ
っ
た
」
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
罪
官
江
真
澄
全
集
』
第
一
巻
(
二
六
四
ペ
ー
ジ
)
で
は
、
「
毛
利
木
」

「
守
り
木
で
あ
ろ
う
。
女
が
子
供
を
背
負
う
と
き
尻
へ
木
を
あ
て
て
、
背
負

よう
者
は
木
の
両
端
を
も
っ
て
い
た
。
『
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
』
に
も
見
え
て
古

い
習
俗
で
あ
る
。
羽
後
町
付
近
で
は
鞭
の
と
き
婿
が
嫁
を
背
負
う
と
き
守
り

木
を
用
い
た
と
い
う
の
は
、
そ
う
し
た
習
俗
が
特
別
の
日
の
行
事
と
し
て
残
存

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

な
お
、
念
の
た
め
に
付
記
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
私
が
右

傍
に
?
マ
)
と
し
た
部
分
で
あ
る
。
「
女
が
子
供
を
背
負
う
と
き
」
と
い
う

の
峡
『
北
野
天
神
縁
起
』
で
は
前
掲
の
『
絵
巻
物
に
ょ
る
日
本
常
民
生
活
絵

引
』
に
も
「
肌
に
子
を
負
い
、
そ
の
上
に
着
物
を
着
て
お
り
」
と
説
明
し
て
ぃ

る
。
さ
ら
に
、
宮
本
常
一
自
身
が
『
絵
巻
物
に
見
る
日
本
庶
民
生
活
誌
』
で
、

「
女
を
背
負
う
」
の
項
に
も
い
う
よ
う
に
、
「
男
が
女
を
背
色
<
う
と
き
」
の
棒

(
ま
た
は
刀
)
の
話
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
書
と
も
注
解
の
私
が
傍

記
で
?
マ
)
と
し
た
部
分
は
「
女
や
子
供
を
背
負
う
と
き
」
と
す
る
か
、
ま

た
は
「
男
が
女
を
背
負
う
と
き
」
と
い
う
よ
う
に
訂
正
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

原
宏

現
在
で
は
、
祭
礼
の
基
本
的
な
構
成
要
素
か
ら
は
前
者
は
姿
を
消
し
て
し
ま

つ
た
し
、
名
称
さ
え
も
忘
失
し
て
し
ま
っ
た
が
、
後
者
は
当
屋
の
小
忌
人
を
背

負
う
道
具
と
し
て
現
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
毎
年
新
し
く
木
綿

の
白
布
を
購
入
し
て
、
負
棒
の
裡
(
緒
)
に
供
し
て
い
る
し
、
「
{
寸
り
木
」
と

い
う
用
語
は
忘
れ
ら
れ
、
も
っ
ぱ
ら
「
負
棒
」
と
称
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、

負
棒
を
年
ご
と
に
当
屋
が
調
製
し
て
い
た
慣
行
も
廃
止
さ
れ
、
現
在
は
六
年
ほ

ど
前
に
美
保
神
社
が
製
作
し
た
桐
材
の
も
の
を
、
毎
年
神
社
か
ら
新
当
屋
に
貸

し
下
げ
て
い
る
。
そ
れ
は
直
径
約
七
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
約
九
一
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
丸
棒
で
、
旧
来
の
も
の
(
約
二
尺
)
よ
り
も
長
く
な
っ
て
ぃ

る
。
そ
の
木
口
の
一
方
に
「
{
呂
」
、
他
方
に
は
「
樹
蔀
覗
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

)し

「
守
り
木
」
(
負
棒
)
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
『
美
保
神
社
私

葬
解
』
の
説
明
と
『
北
野
天
神
縁
起
』
の
絵
、
さ
ら
に
『
絵
巻
物
に
見
る
日

本
庶
民
生
認
』
の
解
説
と
菅
江
真
澄
の
日
記
「
小
野
の
ふ
る
さ
と
」
な
ど
を

重
ね
合
わ
せ
て
み
る
と
、
「
守
り
木
」
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
は
、
か
な
り
明
確
に
な

つ
て
く
る
0

か
っ
て
は
、
広
く
行
な
わ
れ
て
い
た
習
俗
と
思
わ
れ
る
「
{
寸
り
木
」
の
使
用

江
戸
時
代
に
は
晴
れ
の
日
の
行
事
と
く
に
特
殊
な
婚
姻
習
俗
の
儀
礼
と

゛
)
、

力し
て
見
る
こ
と
も
で
き
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
宮
本
常
一
は
前
掲
し
た
よ
う
に

「
守
り
木
」
を
用
い
る
よ
う
な
婚
姻
習
俗
の
現
存
を
確
か
め
て
ぃ
な
い
と
い
っ

て
い
る一

北
野
天
神
縁
起
』
に
は
九
州
配
流
の
菅
原
道
真
を
見
送
る
京
師
の
群
集

の
風
姿
情
景
に
仮
託
し
て
、
鎌
倉
時
代
初
期
の
ご
く
一
般
的
な
風
俗
の
一

さ
り
げ
な
く
、
し
か
も
巧
み
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
習

俗
に
明
ら
か
に
脈
絡
す
る
「
守
り
木
」
(
負
棒
)
の
習
俗
が
、
美
保
#
の
祭

以
上
、
美
保
神
社
の
祭
礼
の
体
系
的
原
理
の
構
造
を
究
明
し
た
い
意
図
の
も

と
峡
本
稿
で
は
奉
幣
鉾
の
布
(
御
鉾
布
)
の
問
題
を
糸
口
に
青
柴
垣
神
事
の

も

デ
ィ
テ
ー
ル
を
分
析
し
よ
う
と
、
ま
ず
「
し
と
う
ず
」
(
シ
ト
ジ
)
と
「
守
り

き木
」
(
負
棒
)
と
を
焦
点
に
し
て
考
察
を
試
み
て
き
た
。

三
0

*
**

部
が



礼
と
い
う
極
め
て
限
定
さ
れ
た
「
場
」
で
は
あ
る
が
、
青
柴
垣
神
事
の
中
に
当
屋

行
事
(
す
な
わ
ち
、
氏
子
の
祭
祀
伝
承
の
部
分
)
と
し
て
生
き
続
け
て
い
る
こ

と
は
注
目
し
て
ょ
い
と
思
う
。
過
大
視
す
る
こ
と
は
戒
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

゛
)
、

民
俗
学
的
、
社
会
人
類
学
的
パ
ル
ス
パ
ク
テ
ィ
ー
ブ
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、

力社
会
学
的
、
社
会
史
的
に
照
射
す
べ
き
一
事
例
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

レ
ヴ
ィ
"
ス
ト
ロ
ー
ス
が
神
話
に
関
し
て
、
「
ひ
と
つ
の
民
啄
あ
る
い
は

地
理
や
歴
史
に
ょ
っ
て
ひ
と
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
ろ
も
ろ
の
民

族
の
神
話
は
、
個
々
に
切
り
離
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
決
し
て
提
示
さ
れ
ま
せ

ん
。
調
査
す
る
人
間
に
提
供
さ
れ
る
唯
一
の
具
体
的
な
対
象
は
、
神
話
場
の
外

装
を
ま
と
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の
神
話
場
の
広
が
り
、
境
界

そ
し
て
内
的
構
造
が
ま
ず
初
め
に
規
定
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
か

ら
、
次
に
、
平
行
し
て
置
か
れ
た
鏡
に
同
じ
像
が
反
復
し
て
映
る
よ
う
に
、
そ

の
神
話
場
の
中
で
繰
り
返
し
反
射
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
が
、
小
ノ
し
ず
っ
変
化
し
な

が
ら
多
く
の
形
態
を
生
み
出
し
て
い
く
仕
方
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

と
は
い
ぇ
、
神
話
の
場
貪
一
っ
ひ
と
つ
の
像
に
対
し
て
、
シ
ン
メ
ト
リ
ー
の

新
た
な
法
則
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
な
、
そ
う
し
た
特
性
を
も
つ
鏡
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
で
す
」
(
ヤ
異
0
一
ゆ
m
 
ご
含
=
曾
m
、
一
ゆ
伽
心
、
則
一
0
戸
習
出
曾
一
中
魚
1
一
器
、

則
工
0
旦
Φ
三
 
N
.
で
.
謡
.
中
川
雄
一
訳
「
講
義
を
す
る
レ
ヴ
ィ
"
ス
ト
ロ
ー

ス
」
、
『
現
代
思
墾
一
三
1
四
昭
和
六
十
年
四
月
青
土
社
、
参
殿
)
と
一
言

つ
た
こ
と
に
倣
え
ば
、
祭
礼
の
「
場
」
(
§
ヨ
で
)
の
広
が
り
再
§
斥
)
、
境
界

(
一
亘
一
巴
、
内
的
構
造
(
m
井
暑
言
昂
ヨ
富
言
巴
の
規
疋
を
経
た
コ
ン
タ
ク
ス
ト
の
中

で
は
、
ど
ん
な
道
具
も
所
作
・
文
一
言
も
ま
た
プ
ロ
セ
ス
も
、
一
っ
ひ
と
つ
の
断
片

と
し
て
別
々
に
引
き
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
全
体
と
し
て
の
部
分
で
あ
る
。

三
一

参
考
文
献
(
抄
)

野
村
五
松
『
美
保
神
社
私
祭
詳
解
原
稿
』
、
昭
和
十
三
年
四
月
、
松

浦
収
所
蔵
稿
本
。
『
原
稿
』
と
略
記
。
松
浦
収
は
野
村

憲
治
(
五
松
)
の
三
男
。

野
村
憲
治
『
美
保
神
社
私
祭
詳
解
』
、
昭
和
十
四
年
一
月
美
保
神

社
所
蔵
冊
子
本
。
『
詳
解
』
と
略
記
。
成
稿
は
昭
和
十

三
年
十
月
。

和
歌
森
太
郎
『
美
保
神
社
の
研
究
』
、
昭
和
三
十
年
九
月
、
弘
文
堂

初
版
本
。
昭
和
五
十
年
六
月
の
国
書
刊
行
会
の
覆
版
本
、

昭
和
五
十
五
年
九
月
の
弘
文
堂
の
著
作
集
本
(
『
和
歌
森

太
郎
著
作
集
3
』
)
と
も
に
、
本
文
の
ぺ
ー
ジ
建
て
も
版

型
も
初
版
本
と
同
じ
で
あ
る
の
で
、
本
稿
と
の
比
較
照
合

の
た
め
に
は
、
い
ず
れ
を
利
用
し
て
も
文
献
的
に
差
し
支

え
は
な
い
。

村
武
精
一

「
美
保
神
社
の
頭
組
織
と
祭
祀
ノ
ー
ト
」
、
昭
和
五
十
六

年
三
月
、
坪
井
洋
文
編
『
祭
祀
的
世
界
と
村
落
1
儀
礼
・

司
祭
者
.
共
同
体
1
』
所
収
、
國
學
院
大
學
日
本
文
化

研
究
所
気
付
坪
井
洋
文
。

村
武
精
一
「
和
歌
森
博
士
の
『
美
保
神
社
の
研
究
』
再
考
1
神
社

を
通
路
と
し
て
の
協
同
体
論
1
」
、
昭
和
五
十
六
年
十

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
二
号

一
九
八
六
年
三
月

⑤ ④ ③ ② ①



美
保
神
社
青
柴
垣
神
事
の
デ
ィ
テ
ー
ル
ー
伝
承
と
記
録
と
の
は
ざ
ま
ー

村
武
精
一

二
月
『
和
歌
森
太
郎
著
作
集
月
報
』
Ⅱ
所
収
弘
文
堂
。

「
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
と
し
て
の
風
土
1
集
落
の
祭
祀
的
世

界
か
ら
1
」
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
、
『
人
類
科
学
』

《
日
本
の
風
土
》
所
収
、
九
学
会
連
合
。

託
『
祭
祀
空
聞
の
構
造
1
社
会
人
類
学
ノ
ー
ト
ー
』
、

昭
和
五
十
九
年
六
貝
東
京
大
学
出
版
会
。

「
家
の
な
か
の
女
性
原
理
」
、
昭
和
六
十
年
二
月
、
『
家

と
女
性
1
暮
し
の
文
化
史
1
』
(
『
日
本
民
俗
文
化

大
系
』
四
所
収
小
学
館
。

「
集
落
の
祭
祀
的
世
界
と
風
士
1
島
根
半
島
・
美
保
神

社
の
事
例
か
ら
1
」
、
昭
和
六
十
年
二
貝
九
学
会
連

合
日
本
の
風
士
調
査
委
員
会
編
『
日
本
の
風
土
』
所
収

弘
文
堂
。

『
美
保
神
社
神
事
式
関
係
書
類
綴
』
、
明
治
四
十
三
年
八

月
S
大
正
五
年
四
月
、
美
保
関
村
役
場
旧
蔵
。

『
慣
行
ノ
特
殊
神
事
現
況
報
告
』
、
大
正
七
年
十
月
美

保
神
社
。
『
大
正
七
』
と
略
記
。

『
國
幣
中
社
美
保
神
社
特
殊
神
事
報
告
』
、
大
正
十
三
年

十
一
月
、
美
保
神
社
。
『
大
正
十
三
』
と
略
記
。

『
官
國
幣
赴
特
殊
科
事
調
』
四
昭
和
十
六
年
九
月
、
神

祗
院
。
『
神
事
調
』
と
略
記
。

『
官
國
幣
祀
特
殊
神
事
總
覽
』
、
昭
和
四
十
七
年
九
凡

国
書
刊
行
会
、
⑬
の
復
刊
本
。

『
日
本
祭
礼
行
事
集
成
』
第
四
巻
、
昭
和
四
十
六
年
四
貝

村
武
精
一

村
武
精
一

村
武
精
一

美
保
関

村
役
場

原
宏

美
保
神
社

美
保
神
社

赫
祗
院

三
二

平
凡
社
。
 
A
 
「
寛
文
十
庚
戌
改
帳
御
祭
礼
年
中
行
事
」

.

B
 
「
美
保
神
社
社
目
録
年
中
行
事
」
・
 
C
 
「
美
保
神
社
旧

改
雰
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
『
集
成
』
「
A
」
の

よ
う
に
略
記
。
な
お
、
 
A
 
・
 
B
 
・
 
C
と
も
に
古
文
圭
国
復
刻

の
技
術
面
の
不
備
に
加
え
て
、
誤
読
・
誤
植
と
明
ら
か
に

判
断
で
き
る
箇
所
が
あ
る
け
れ
ど
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ

確
か
め
る
状
況
が
な
い
の
で
、
横
山
直
材
宮
司
の
御
教
示

を
参
考
に
し
て
お
き
た
い
。

「
『
美
保
神
社
の
研
究
』
の
テ
ク
ス
ト
・
ク
リ
テ
ィ
ク
ー

出
雲
美
保
関
の
祭
F
蓮
廻
の
社
会
学
的
検
証
の
た
め
に
1
」
、

昭
和
五
十
八
年
十
二
月
、
『
島
根
大
学
法
文
学
部
文
学
科

紀
要
』
第
六
号
1
一
、
島
根
大
学
法
文
学
部
。

「
美
保
神
社
の
未
公
刊
資
料
に
つ
い
て
」
、
昭
和
六
十
年

三
且
『
山
陰
地
域
研
究
〔
伝
統
文
化
〕
』
第
言
互
島

根
大
学
山
陰
地
域
研
究
総
合
セ
ン
タ
ー
。

『
神
社
の
社
会
統
合
機
能
に
か
ん
す
る
研
究
』
、
昭
和
六

十
年
三
月
、
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
(
一
般
研
究
旦

研
究
成
果
報
告
晝
研
究
代
表
者
・
原
宏
。

「
正
月
に
こ
と
よ
せ
て
」
、
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
一
日
、

『
美
保
』
復
刊
第
一
五
号
、
美
保
神
社
社
務
所
。

「
明
治
改
暦
と
美
保
神
社
」
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
一
日
、

『
美
保
』
復
刊
第
エ
ハ
号
美
保
神
社
社
務
所
。

「
シ
ト
ジ
考
」
、
昭
和
五
十
九
年
十
月
二
十
日
、
『
美
保
』

復
刊
第
一
七
号
、
美
保
神
社
社
務
所
。

神
祗
院

原
田
敏
明

監
修

原
宏

原
宏

原
宏

原
宏

原
宏

原
宏

⑮ ⑭ ⑬ ⑫ ⑪ ⑪ ⑨ ⑧ ⑦

⑳ ⑳

⑥

⑲ ⑯⑪ ⑪



原
宏

「
守
り
木
」

第
一
九
号
、

出
典

拒
覺

A

も

き

、

昭
和
六
十
年
三
月
一

日
、

美
保
神
社
社
務
所
。

三
三

C

用
例

大
正
五

大
正
七

大
正
十
三

と
う
し
ら

と
う
し
ろ

ト
ウ
シ
ロ

頭
知

當
爲
知

タ
ウ
ジ

リ

當
爲
知
當
爲
知

タ
ウ
ジ

リ

當
爲
知
當
爲
知

知
ノ
使
ヲ
享
ケ
ル

タ
ウ
ジ
リ

當
爲
知
當
爲
知

た
し
や

當
知
タ
シ
ヤ

當
知
否
田
知
り

神
事
調

原
稿

詳
解

『
美
保
』
復
刊

補
記山

陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
二
号

因
美
保
神
社
の
横
山
直
材
宮
司
・
横
山
宏
充
祢
宜
・
藍
田
奨
剛
袮
宜
・
市
後

崎
長
昭
権
祢
宜
を
は
じ
め
職
員
の
方
々
、
上
官
・
準
官
の
方
々
、
と
く
に
世

話
人
の
清
水
穣
・
赤
松
良
雄
・
本
井
新
吉
・
松
浦
収
、
副
世
話
人
の
小
松
久

寿
夫
.
越
前
定
夫
・
{
呂
本
義
夫
の
皆
さ
ん
、
年
々
の
頭
人
・
当
屋
の
方
々
に

は
、
長
年
に
わ
た
る
御
厚
意
を
深
く
感
謝
し
て
い
る
。

一
九
八
六
年
三
月

田
本
稿
は
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
(
一
般
研
究
旦
課
題
番
号
五
七

四
五
0
0
一
へ
「
#
の
社
会
統
合
機
能
に
か
ん
す
る
研
究
」
、
研
究
代

表
者
原
宏
、
昭
和
罫
S
諦
年
度
)
に
ょ
っ
て
行
な
っ
た
研
究
の
一
部
と

し
て
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

⇔
張
に
あ
た
っ
て
は
、
敬
称
を
省
略
し
、
参
考
文
献
掲
載
も
一
部
に
と
ど

め
た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
。

国
「
頭
」
、
「
当
」
の
用
字
は
、
近
世
に
お
い
て
は
社
家
文
晝
氏
子
側
の

當
爲
知
ノ
男

當
爲
知
ノ
男

己
誓
一
口

(
一
九
八
五
年
ご
百
二
日
稿
)

資
料
の
い
ず
れ
に
も
両
方
混
用
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
旧
「
一
年
神
主
」

(
「
ニ
ノ
宮
神
主
」
)
に
相
当
す
る
役
前
の
人
が
、
神
社
か
ら
「
頭
人
を
命

ず
る
」
と
い
う
辞
令
を
交
付
さ
れ
る
例
を
除
け
ば
、
神
社
・
氏
子
と
も
に
原

則
と
し
て
「
当
」
を
採
用
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
あ
え
て
「
当
」
を
使

用
し
た
。

四
私
が
「
現
在
」
、
「
現
行
」
と
記
し
て
い
る
の
は
、
直
接
に
は
昭
和
五
十

六
年
以
降
執
筆
時
点
を
含
め
て
の
文
字
ど
お
り
の
現
在
で
あ
る
。

国
引
用
文
中
の
(

〔
〕
に
変
え
、
(
)
は
原
宏
の
藷
を
示
し

は

當
為
知
ノ
男
當
爲
知
の
使
者

タ
シ
ャ
〔
當
知
り
〕
た
し
や

た
し
や

た
し
や

當
知
當
知
り 當

爲
知
ノ
使
者

當
爲
知
ノ
使
者
當
爲

付

、、.ー.

⑳

た
0




